
明治安田アセットマネジメントは、事業活動を通じてSDGsの達成に貢献していきます

明治安田アセットマネジメントの事業活動とSDGs

「優先課題（マテリアリティ）」の設定
当社は、SDGsにおける17のゴール、169のターゲットから導き出される社会課題のうち、当社のステー

クホルダーへの影響度、事業との関連性の観点から、以下の8項目を「優先課題（マテリアリティ）」に設
定し、その解決に貢献する取組みを推進しています。
具体的には「健康寿命の延伸」「地方創生の推進」「環境保全・気候変動への対応」「DE＆Iの推進」

「人権の尊重」の5項目を、グループベースで取り組む優先課題に設定のうえ、「金融リテラシーの向上」
「働き方改革の推進」「ガバナンス強化と経営の透明性確保」の3項目を、当社として注力する「優先課
題」と位置づけ、その取組みを強化しています。

事業活動とSDGsの関係
SDGs(持続可能な開発目標)は、2015年9月の国連サミットで採択された2030年までの国際目標であり、

地球上の誰ひとりとして取り残さない持続可能な社会の実現に向けて、17のゴール、169のターゲットを掲
げており、その達成に向けて、世界各国の政府、企業および社会の自発的な取組みが求められています。
当社は、「私たちは、お客さまに最も信頼され、満足いただける資産運用会社をめざすとともに、インベス

トメント・チェーンの一員として持続可能な社会の形成に貢献します。」という経営理念のもと、資産運用会
社が果たすべき公共的使命・社会的責務をよりいっそう自覚し、お客さまにふさわしい商品・サービスの提供
等、お客さま本位の業務運営に関する取組みを進めるとともに、社員一人ひとりが資産運用のプロフェッショ
ナルとして、お客さまの中長期的な資産成長のために最善の努力を尽くしていきます。
こうした考え方は、持続可能な社会の実現を掲げるSDGsの理念と軌を一にするものであると認識しています。

明治安田アセットマネジメントとして取り組む優先課題

[特に注力する優先課題]

金融リテラシーの向上

[その他の優先課題]

働き方改革の推進

ガバナンス強化と経営の透明性確保

３ すべての人に
健康と福祉を

８ 働きがいも
    経済成長も

16 平和と公正を
     すべての人に

８ 働きがいも
    経済成長も

９ 産業と技術革新の
基盤をつくろう

明治安田グループとして取り組む優先課題

健康寿命の延伸

地方創生の推進

環境保全・気候変動への対応

DE＆Iの推進

人権の尊重

３ すべての人に
健康と福祉を

11 住みつづけられる
     まちづくりを

10 人や国の不平等を
なくそう

16 平和と公正を
すべての人に

５ ジェンダー平等を
実現しよう

８ 働きがいも
    経済成長も

７ エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

13 気候変動に
     具体的な対策を

14 海の豊かさを
守ろう

15 陸の豊かさも
守ろう
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